
 
 

 

 

労働力の育成確保 

 

多面的な機能の発揮のため

の森林の管理の推進 

課 題

解
決
さ
れ
た
ら

解
決
さ
れ
た
ら

 

森林の整備の推進 

 

森林の保全の確保 

 

 

山村地域における定住の促進 

 

 

都市と山村の交流等 

 

 

国際的な協調及び貢献 

 

国民等の自発的な活動の促進 

 

木材産業等の健全な発展 

 

林産物の利用の促進 

 

林産物の輸入に関する措置 

 

望ましい林業構造の確立 

 

人材の育成及び確保 

 

林業労働 

 

林業生産組織の活動の促進 

施 策 

達
成
に
向
け

望ましい姿

森

林

の

有

す

る

多

面

的

機

能

の

発

揮 

●森林の多面的機能の発揮 
 (面積：万 ha、蓄積：百万ｍ3) 

 H 22 H 32 

水土保全林 

 育成単層林 

育成複層林 

天然生林 

 

570 

80 

650 

 

550 

130 

630 

森林と人との共生林 

育成単層林 

育成複層林 

天然生林 

 

150 

30 

370 

 

140 

40 

360 

資源の循環利用林 

育成単層林 

育成複層林 

天然生林 

 

300 

40 

330 

 

290 

60 

330 

合計 

育成単層林 

育成複層林 

天然生林 

2,510 

1,020 

 140 

1,350 

2,510 

970 

230 

1,310 

総蓄積 4,410 4,730 

総成長量 80 69 

 

 

目 標 

森林の区分に応じた路網整

備と作業システムの導入 

広く森林に開かれた森林の

整備及び利用の推進 

 

山村地域の活性化 

 

 

地球温暖化防止への貢献 

 

 

森林関連データの整備 

 

 

 

望ましい林業構造の確立 

 

 

 

木材産業 

 

 

 

木材利用推進 

 

望ましい森林の姿とその誘導 

水土保全林 

下層植生、樹根、土壌孔隙が発達

した森林への誘導を旨として、高

齢級の森林への移行、広葉樹導入

による混交林化による複層林造

成の推進。必要に応じて、公的な

関与による森林整備の実施 

資源の循環利用林 

木材の利用に適した森林への誘

導を旨として、経営目的等に応じ

た施業の適切な選択、森林施業の

集約化・団地化や機械化を通じた

効率的な森林整備の推進 

森林と人との共生林 

動植物の生息・生育環境や住民等

に憩いと学びの場を提供する森

林への誘導を旨として、広葉樹の

導入等による森林構成の多様化、

森林環境教育、健康づくりの森の

整備の推進

これにより 

技
術
の
開
発
及
び
普
及 

国
有
林
野
の
管
理
及
び
経
営 

目 標 

林

産

物

の

供

給

及

び

利

用 

 

基本方針 

●木材の供給 
 (百万ｍ3) 

 H 22 

木材供給量 25 

 

●用途別の利用 
 (百万ｍ3) 

 H 22 

合計 25 

製材用材 18 

パルプ・チップ用材  5 

合板用材  1 

その他  1 

 

①
森
林
の
適
正
な
整
備
・
保
全 

②
林
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展 

③
木
材
の
供
給
・
利
用
の
確
保 

が
重
要 

 

森
林
＝
美
し
く
豊
か
な
国
づ
く
り
の
基
礎 

解

決

の

た

め 

解

決

の

た

め 

現行森林・林業基本計画の構成 ３-１




